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1.は じめに

東洋医学においては医食 同源 とい う考え方があ り,食 物は様々な生理現象 を促進 した り

抑制 した りす ると考えられてい る。その中で体 を温める効果のある食物 を陽性食物,体 を

冷やす効果のある食物 を陰性食物 と分類 している。特 に唐辛子やキュウリ,ト マ トな ど摂

取す ることで身体が暖 められた り,冷やされた りする食物があることは広 く知 られている。

この現象は食物に含まれる様々な成分によって引き起 こされると考 えられ る。東洋医学で

は摂取することで体温が上昇,ま たは身体が温かくなった と感 じられる食物を 「陽1生食物」,

摂取す ることで体温が低下,ま たは身体が冷えた と感 じられる食物 を 「陰性食物」 と呼ん

でいる(飯 塚 ・芦澤,2001,2003,2008)。

東洋医学 とは東洋,特 に中国の伝統的医学であり,中 国医学 ともい う。一般的に西洋医

学 との違いは,身 体の外か ら治療す るか,中 か ら治療す るかの違いだ といわれている(新

村,2008)。 東洋医学は身体の中か ら自然治癒力に依存 した治療であ り,漢 方や鍼,灸 が

代表例である。 「陽性食物」「陰性食物」 とい う食物の分類も東洋医学の考え方の一つであ

る。

では,ど んな食物が ヒトの身体に どの程度の効果や影響をもたらすのだろ うか。安里 ら

は実際に21～22歳 の健常な女子学生5名 に生姜湯 を摂取 させ,体 温お よび体感温度の変

化を調査 したその結果,シ ョウガ摂取により体温は上が らないが体感温度は上昇すること

が明らかになった(木 村,2012;安 里ほか,2013)。

本研究では,15か ら16歳 の高校生が生姜湯を摂取 した時のショウガ成分 による体温,

体感温度の変化の様子を測定し,シ ョウガが体温に与える影響について考察する。

亘.方 法

市販 の生姜90gの 皮をむき,ミ キサーで擦 り下ろす。鍋に生姜 と水21.,砂 糖111g片

栗粉24gを 入れて混ぜ合わせる。 中火にかけひ と煮立ち したら火か らお ろし,同 じカ ップ

に100gず つ注ぎ入れ る。これ を生姜湯 とする。生姜湯を50℃ に冷まし,16時 に被験者

に摂取 させた。被験者は15歳 から16歳 の男子6人,同 じく15歳 から16歳 の女子10人

の被験者だった。摂取前,摂 取 してから2分 後,5分 後の体温を測定 した。測定は市販の

体温計で脇の下で測定 した。

また,「温か くなった」・「涼 しくなった」・「変わ らなかった」のいずれの結果であったか

についてアンケー トによって調査 を行った。
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表1生 姜湯摂取前後の体温と体感温度の変化

15～16歳 の高枝生16名 に生姜湯を摂取する前後の体温の変化 と体感温度の変化をまとめ

た.NDは 測定できなかったことを表す.

被験者 測定前(℃) 2分 後(℃)5分 後(℃) 体感

1 36.7 36.5 36.8 温か くなった

2 37.6 36.6 37.2 温か くなった

3 36.7 36.9 36.8 変 わ らなか った

4 36.3 ND 36,5 温か くな った

5 36。9 37.1 37.3 温か くな った

6 35.3 36.5 36.4 温 かくな った

7 36.7 36。7 36.6 涼 しくな った

8 36.6 36.6 36.6 変わ らなか った

9 36.8 37.0 36.8 温かくな った

10 36,8 37,1 372 温 かくな った

11 36.2 36.7 36.4 温かくな った

12 36.9 36.9 37.0 温かくな った

13 36.7 36.9 36.8 温 かくな った

14 37.1 37.3 37.0 温か くな った

15 36.9 36.9 36.9 温か くな った

16 37.0 36.4 36.4 温か くな った

平均 36.70土0.50 36.81士0.2636.79士0.30

皿.結 果

本研究では,シ ョウガの摂取によってどのように体温に影響を及ぼすかを調べ るために

36.70
。C

37.00

本

日
皿

{

覧、
'

36.00
摂取前 2分 後 5分 後

図1生 姜湯摂取前後の体温の変化

15～16歳 の高校生16名 に生姜湯を摂取

する前後の体温の変化をまとめた.
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クラスメイ トの16人 に作成 した生姜湯を飲 んでもらい,そ の時の体温の変化を測定 した

(表1,図1)。 被験者は15～16歳 の男女で,16時 に摂取させた。その結果,若 干の体温

の上昇がみられたが,体 温が下降 した被験者 もみ られた。測定結果に対 してt検 定を行っ

た ところ有意差はみ られなかった。

測 定時に体感温度の変化 についてアンケー ト調査 を行 なった ところ,16名 中13名

が 「体感温度 の上昇 を感 じた」 と回答 した(表1)。

N.考 察

本研究で,私 たちは生姜によって体温,体 感の変化を調査するために一般的に家庭で飲

まれている生姜湯を調製 した。そして飲用す る時間を設定し,被 験者に一定温度の生姜湯

を摂取 してもらい,体 温 と体感の変化 をアンケー トに記入 してもらった。 なお被験者には

あらか じめ研究の概要,目 的を十分説明 し,承 諾 を得た上で実施 した。

摂取前後の体温の変化 を測定 した ところ有意差 の認め られる体温の変化は見られなかっ

た(表1,図1)。 また,体 温の変化がないにもかかわ らず,多 くの被験者で体感温度の上

昇がみ られた(表1)。 これ らの結果は,安 里ほか(2013)の 結果 と矛盾 しない。 しか し,

お湯のみを摂取 したグループ と比較 していない ことや,摂 取後5分 間の体温測定は不十分

であった。これ らとの比較や長時間,も しくは長期間の測定を行 えばさらに詳 しくシ ョウ

ガ成分の効果について考察できるかもしれない。

ショウガの辛み成分は,ジ ンゲロールが乾燥 もしくは加熱 され ることによ り生 じるシ ョ

ウガオールである。この辛み成分には様々な薬効があると言われている(YasuzatOet.al.,

2008)。 その中の一つに体温上昇が含まれているが,本 研究においては被験者に顕著な体

温上昇は認められなかった。 このことか ら,具 体的な体温上昇ではなく,体 感温度の上昇

を指 していると思われ る。体感温度が上昇す る原 因は,交 感神経の興奮や血行の促進,代

謝促進,発 汗な どが考えられる。本研究では,体 温は変化せずに体感温度 が5分 以内に上

昇 した。 このことは生姜湯 に抽出された成分 が交感神経に何 らかの刺激を与えることを示

唆 しているのかもしれない。

V.今 後の展望

本研究に加えて,同 じ温 斐の水を摂取したり,体 温を測る時間を延ばしたりするなどの

対照実験を行ったり,自 律神経の興奮や,血 行,代 謝量,発 汗量を調べることでショウガ

から得られる薬効についてより深く理解できると考えられる。その結果,将 来的に冷え性

や風邪などの体調がすぐれないときに役立つ食品や薬の開発に役立つかもしれない。
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